
ヨシキリザメ
（Blue Shark, Prionace glauca）

最近の動き

2014 年は北太平洋系群の資源評価が行われた。2015 年
は南北大西洋系群、インド洋系群及び南太平洋系群の資源評
価が行われた。2016 年は南太平洋系群の資源評価が行われ
た。

利用・用途

肉はすり身など、鰭はふかひれ、皮は工芸品や医薬・食品
原料、脊椎骨は医薬・食品原料などに利用されている。

漁業の概要

ヨシキリザメは全大洋の熱帯から温帯にかけて出現し、外
洋性さめ類の中で最も資源豊度が高いと考えられている。本
種はまぐろはえ縄漁業で数多く漁獲されているが、日本周辺
の漁場を除き、基本的には混獲種である。我が国漁船の水揚
げは加工設備が整っている気仙沼港を中心に行われ、肉、鰭、
脊椎骨、皮が食用や工芸用に利用されていたが、東日本大震
災により港・加工場ともに壊滅的な被害を受け、漁港機能が
一時的に停止した。震災後、気仙沼魚市場の復旧、水産加工
施設等の集積地の整備などが行われている。2012 年 4 月か
らは、近海まぐろはえ縄船漁業復興を目的として水産庁事
業「もうかる漁業創設支援事業」による船団操業が開始され、
初年度は近海まぐろはえ縄船 13 隻が参加したが、2013 年
から 17 隻が参加するようになりほぼ震災前の操業体制に
戻った。

農林水産省統計部「漁業・養殖業生産統計年報」（農林統
計）に記載されている、まぐろはえ縄漁業によるさめ類（さ
め類全種込み）の漁獲量を表 1 に示した。種別漁獲量は不
明であるが、7 ～ 8 割程度を本種が占めているものと推定
される（中野 1996）。農林統計では、まぐろはえ縄漁業は
1971 年以降、遠洋・近海・沿岸の 3 種類に分類されてお
り、それらの合計は 13,000 ～ 33,000 トンで推移している。
1990 年代後半まで減少傾向にあったが、2000 年代になっ
て増加傾向となり、2005 年に初めて 3 万トンを上回った。
2011 年は近海及び沿岸まぐろはえ縄漁業の漁獲量が激減し
た。この原因は東日本大震災の影響により、本種を多く漁獲
していた気仙沼基地の近海はえ縄漁船及び沿岸流し網漁船の
操業数が著しく減少したためである。これらの漁船の多くは、

表 1. まぐろはえ縄漁業によるさめ類漁獲量（トン）
（データ：漁業・養殖業生産統計年報）

2011 年は、東日本大震災の影響により、岩手県、宮城県、福島県
においてデータを消失した調査対象があり、消失したデータは含
まない数値である。
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2012 年には通常の操業に復帰したが、さめ類の加工施設の
復興が遅れたため、2012 年の漁獲量は 29,000 トンにとど
まった。2013 年の漁獲量は、遠洋はえ縄漁船の操業数の減
少により 23,600 トンに減少したが、2014 年は 26,700 ト
ンに増加した。

水産庁委託事業で、まぐろはえ縄漁業等による日本の主
要漁港のさめ類の種別水揚量を調査している。それによる
とヨシキリザメの水揚量は、1992 ～ 2015 年で 5,100 ～
16,000（平均 11,706）トンであり、2001 年をピークに減
少傾向で、2011 年は過去最低を大きく更新したが、2012
年は 2010 年レベルまで回復した（図 1）。2000 年代の漁獲
量の落ち込みは、本種を季節的に主対象として漁獲している
気仙沼基地の近海はえ縄漁船数が減少したためで、2011 年
の落ち込みは東日本大震災の影響と考えられる。また漁法別
に見ると、はえ縄の割合が徐々に減少している。

生物学的特性

【分布】
本種は南北太平洋、南北大西洋、インド洋の熱帯から温帯

域にかけて広く分布し（Compagno 1984）（図 2）、温帯域
での分布豊度が高く、温帯域出現種と考えられている（中野 
1996）。系群については、繁殖周期が大洋の南北で逆になる
ので、南北太平洋で 2 系群、南北大西洋で 2 系群と考える
のが妥当であろう。各漁業管理機関では、これらの 4 系群
にインド洋 1 系群を加え、5 系群が存在するとして資源評価
及び管理を行っている。系群構造に関しては、赤道を越え
て再捕された標識個体もいるので（Casey et al. 1989）、南

北での交流も考えられる。太平洋では ISC が中心となって
DNA 分析による系群構造の解明作業が行われつつある。

【産卵・回遊】
本種の繁殖様式は胎盤型の胎生であり、産仔数の平均は

25.6 尾、 そ の 範 囲 は 1 ～ 135 尾（ 中 野 1994、Gubanov 
and Grigor’yev 1975）、出生時の体長（尾鰭前長）は 30 ～
43 cm（中野 1994）である。北太平洋においては回遊モデ
ルが提唱されている（中野 1994）。それによると、本種は
北緯 20 度付近の海域で初夏に交尾し、雌は約 1 年の妊娠期
間後に北緯 30 度以北の海域で出産する。幼魚は北緯 40 度
付近の亜寒帯境界を生育場とし、成熟すると温帯域に移動す
る。

【成長・成熟】
脊椎骨に形成される輪紋から年齢が推定されており、その

結果に基づいて Cailliet and Bedford（1983）、田中（1984）、
中野（1994）が太平洋における成長式を雌雄別に報告して
いる。成長には性差が認められ、雄が雌に比べて早く大き
く成長する。成熟に達する体長は、北太平洋では雌雄共に
140 ～ 160 cm（須田 1953、中野 1994）、北大西洋では雌
が約 165 cm、雄が 160 cm（Pratt 1979）と報告されており、
年齢に換算すると雌 6 歳、雄 5 歳と推定される。また寿命
は 20 歳以上とされている（Compagno 1984）。

以下に北太平洋で求められた成長式を示す。
　　Cailliet and Bedford（1983）：全長
 	 雌：Lt=241.9(1-e-0.251(t-(-0.795)))
 	 雄：Lt=295.3(1-e-0.175(t-(-1.113)))
　　田中（1984）：尾鰭前長
 	 雌：Lt=256.1(1-e-0.116(t-(-1.306)))
 	 雄：Lt=308.2(1-e-0.094(t-(-0.993)))
　　中野（1994）：尾鰭前長（表 2、図 3）
 	 雌：Lt=243.3(1-e-0.144(t-(-0.849)))
 	 雄：Lt=289.7(1-e-0.129(t-(-0.756)))

表 2. ヨシキリザメの年齢と成長（尾鰭前長 cm）（中野 1994）

図 2. ヨシキリザメの分布（Compagno 1984 より）

図 1. 日本の主要漁港へのヨシキリザメ水揚量（1992 ～ 2015 年）
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【食性・捕食者】
多獲性浮魚類やまぐろ類、いか・たこ類が主な餌料である

（川崎ほか 1962、谷内 1984、Strasburg 1958）。海域、成
長段階等によって異なった物を摂餌しており、特に選択的で
はなく、生息域に豊富にいる利用しやすい動物を食べる日和
見的な食性を示している。成魚の捕食者は知られていないが、
幼魚は大型さめ類や海産哺乳類に食べられている可能性があ
る（Nakano and Seki 2003）。

資源状態

【太平洋】
北太平洋系群については、2014 年の ISC さめ作業部会

において、漁獲量及び資源量指数（CPUE）のデータ（図
4）等を使用し、ベイジアンサープラスプロダクションモ
デル（BSP）及び統合モデル（SS）により資源評価が行わ
れた（ISC 2014）。BSP の結果は、資源量は 1970 年代後
半から 1980 年代にかけて減少したが、1990 年代になり
徐々に回復し、その後わずかながら増加していることを示し

（図 5）、現在の資源量は B2011/BMSY=1.65、相対漁獲係数は
F2011/FMSY=0.32 であるとされた。SS の結果は、相対資源量
は 1980 年代から 1990 年代前半にかけて減少傾向を示した
が、その後緩やかな増加傾向を示し（図 6）、現在の資源量
は B2011/BMSY=1.62、相対漁獲係数は F2011/FMSY=0.34 である
とされた。資源解析に使用したデータは不確実性が高いもの
の、異なる 2 つのモデルによる資源解析結果が共に資源量
は BMSY 水準を大きく上回り、漁獲係数は FMSY 水準を大きく
下回っていることを示したため、作業部会は、不確実性を考
慮しても、現在の資源量は乱獲状態になく、漁獲も過剰漁獲
の状態にないと評価した。この結果は、同年 7 月の ISC 本会
合で承認されたのち、8 月の WCPFC 科学委員会でも受け入
れられた。併せて、WCPFC 科学委員会は、資源評価で使用
されたデータの不確実性を考慮し、①漁獲上限の設定を含め
た管理計画の提出（本種を対象とする漁業が対象）、②漁獲
及び漁獲努力量のモニタリングを勧告した（WCPFC 2014）。
本資源については、資源解析精度向上のために、種別漁獲統
計の充実、過去の漁獲量の推定精度向上、漁業による放流投
棄による死亡量の推定精度向上、並びに本資源の再生産特性
の検討を行っていく必要がある。

図 3. ヨシキリザメの年齢と成長（中野 1994）

図 4．北太平洋海域において日本の近海遠洋まぐろはえ縄漁船に
より漁獲されたヨシキリザメの標準化 CPUE（上：1976 ～ 1993 年、
下：1994 ～ 2012 年）（Hiraoka et al . 2013、Kai et al . 2014）
点線は 95% 信頼区間、赤の破線は中央値を表す。東日本大震災の
影響により 2011 年以降は別に推定した。

図 5．ベイジアンサープラスプロダクションモデルで推定された
北太平洋のヨシキリザメの資源量（ISC 2014）　
点線は 90％の信頼区間、青の破線は MSY 水準を表す。

図 6．統合モデル（Stock Synthesis 3）で推定された北太平洋にお
けるヨシキリザメの産卵資源量（ISC 2014）
黒の点線は 90％の信頼区間、青の点線は MSY 水準を表す。
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南太平洋系群については、2016 年に太平洋共同体事務局
（SPC）の専門家グループによりオブザーバーデータとはえ
縄の漁業データを用いて、Multifun-CL （統合モデル）によ
り資源評価が行われ WCPFC 科学委員会において報告された

（Takeuchi et al. 2016）。しかし、資源状態を示すのにデー
タが不十分かつ生物学的なパラメータ等多くの課題が残って
いるため、資源評価結果から資源状態や管理勧告を示すこと
ができなかった。本資源については、資源解析精度向上のた
めに、1993 年以前の漁獲情報の整備、1994 年以降のデー
タについてもオブザーバーデータやログブックデータの質と
量の向上、成長・成熟・再生産・移動回遊などの生物学的デー
タの収集・解析を行っていく必要がある。

【大西洋】
2015 年の ICCAT さめ資源評価会合において、漁獲量及

び CPUE のデータ等を使用し、北大西洋資源（北資源）につ
いては BSP 及び SS により資源評価が行われ、南大西洋資源

（南資源）については BSP 及び状態空間ベイジアンサープラ
スプロダクションモデル（SS-BSP）により資源評価が行わ
れた（ICCAT 2015）。その結果、北資源については、BSP 及
び SS の結果は、資源量は乱獲状態になく、漁獲も過剰漁獲
の状態になかった。南資源については、BSP の結果は、資
源量は乱獲状態になく、漁獲も過剰漁獲の状態になかった
が、SS-BSP の結果は、真逆の結果を示した。北資源は 8 つ
の CPUE、南資源は 6 つの CPUE を用いて資源評価が行われ
た（図 7）。南北資源の CPUE のトレンドは横ばいか増加傾
向を示した。一般的に、漁獲量と資源量のトレンドの関係は、

漁獲量が減少して資源量が増加する、あるいは漁獲量が増加
して資源量が減少すると考えられることから、南資源は漁獲
量および複数の CPUE のトレンドが共に増加傾向を示したた
め、特にデータの不確実性が高いとみなされた。日本が提出
した南北資源の CPUE トレンドは近年共に横ばいあるいは若
干の増加傾向を示した（Kai et al. 2014）。科学委員会は、南
北資源の入力データ及びモデル構造の仮定に関して不確実性
が高いことを理由に、これらの結果に対して不確実性が高い
とし、北資源に対しては乱獲状態になく漁獲も過剰漁獲の状
態ではないだろうと評価し、南資源に対しては、資源状態は
不明とし、SS3 のモデル構造や歴史的な漁獲量の改善等を促
した（ICCAT 2015）。

【インド洋】
2015 年の IOTC さめ資源評価会合において、漁獲量及び

CPUE のデータ等を使用し、キャッチオンリーモデル（SRA）、
BSP、SS の 3 つのモデルにより資源評価が行われた（IOTC 
2015）。その結果、SRA と SS の結果は類似しており、資源
量は乱獲状態にないが、漁獲は過剰漁獲の状態になった。一
方、BSP の結果によると、資源量は MSY 水準に近く、漁獲
は過剰漁獲の状態でなかった。資源量、CPUE、漁獲量の間
での高い不確実性の結果、ベースケースモデルを選べなかっ
たため、資源状態についての合意は得られなかった。資源評
価に使われた 5 つの CPUE は異なるトレンドを示した（図
8）。日本が提出した CPUE の水準は前期と後期で異なるが、
歴史的なトレンドとしては比較的安定していた（Kai and 
Okamoto 2015、Semba et al. 2015）。

管理方策

全てのまぐろ類地域漁業管理機関において、漁獲されたさ
め類の完全利用（頭部、内臓及び皮を除く全ての部位を最初
の水揚げ又は転載まで船上で保持すること）及び漁獲データ
提出が義務付けられている。加えて、WCPFC では、2014
年の年次会合において、①まぐろ・かじき類を対象とするは
え縄漁業は、ワイヤーリーダー（ワイヤー製の枝縄及びはり
す）又はシャークライン（浮き玉又は浮縄に接続された枝縄）
のいずれかを使用しないこと、②さめ類を対象とするはえ縄
漁業は、漁獲を適切な水準に制限するための措置等を含む管

図 7. 大西洋におけるヨシキリザメの標準化された CPUE（上：北大西洋、
1957 ～ 2013 年、下：南大西洋、1971 ～ 2013 年）（ICCAT 2015）
灰色は漁獲量、実線は各国の CPUE（北資源：米国のオブザーバー
航海（朱）、日本のはえ縄前期（青）、日本のはえ縄後期（茶）、米
国のオブザーバー航海（橙）、ベネズエラのはえ縄（黄緑）、スペ
インのはえ縄（黒）、ポルトガルのはえ縄（紫）、台湾のはえ縄（紫
と×印）、南資源：ウルグアイのはえ縄（緑）、ブラジルのはえ縄

（朱）、日本のはえ縄前期（青）、日本のはえ縄後期（赤）、スペイ
ンのはえ縄（黒）、台湾のはえ縄（紫））を示す。

図 8．インド洋におけるヨシキリザメの標準化 CPUE
（1975 ～ 2014 年）（IOTC 2015）

各線は各国（日本のはえ縄（破線）、日本のオブザーバー航海（破
線と丸）、ポルトガル（実線）、スペイン（点線）、台湾（赤の一点
鎖線））を示す。
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理計画を策定することが合意された。②に対応して、ヨシキ
リザメを漁獲対象としている気仙沼の近海はえ縄漁業におい
て、年間のヨシキリザメの水揚量の上限を 7,000 トンにす
ること等を定めた管理計画が 2016 年 1 月 1 日より 5 年間
実施されている。

IATTC でも、2016 年の年次会合で、シャークラインの使
用禁止を内容とする決議が採択され、2018 年から義務付け
られる。

ICCAT では、2016 年の年次会合において、北資源につい
ては、総漁獲量 3.9 万トン（2011 ～ 2015 年の平均総漁獲量）
を基準として、2 年間の平均漁獲量がこれを超過した場合に
は、次回の資源評価（2021 年に実施予定）の結果を踏まえ
て追加的な管理措置を検討することとし、南資源については、
当該資源評価の結果を踏まえて適切な管理措置を検討するこ
とが採択された。
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ヨシキリザメ（全水域）の資源の現況（要約表）

北太平洋
（北緯 20 度以北）

南太平洋
（北緯 20 度以南）

北大西洋
（赤道以北）

南大西洋
（赤道以南）

インド洋

資 源 水 準 中位～高位 調査中 中位～高位 調査中 調査中

資 源 動 向 横ばい 調査中 横ばい 横ばい 横ばい

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

調査中 調査中

3.7 万～ 4.0 万トン
最近（2015）年：

4.0 万トン
平 均：3.8 万 ト ン

（2011 ～ 2015 年）

2.0 万～ 3.5 万トン
最近（2015）年：

2.2 万トン
平均：2.6 万トン

（2011 ～ 2015 年）

2.8 万～ 3.2 万トン
最近（2015）年：

3.0 万トン
平均：3.0 万トン

（2011 ～ 2015 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

5,148 ～ 7,520
トン（水揚量）

最近（2015）年：
6,547 トン

平均：6,636 トン
（2011 ～ 2015 年）

注：これらの数値は
遠洋はえ縄船の漁獲
量がほとんど含まれ
ていない。

339 ～ 1,098 トン
最近（2015）年：

399 トン
平均：673 トン

（2011 ～ 2015 年）

1,227 ～ 4,076 トン
最近（2015）年：

4,076 トン
平均：2,567 トン

（2011 ～ 2015 年）

1,483 ～ 3,199 トン
最近（2015）年：
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平均：2,457 トン

（2011 ～ 2015 年）

832 ～ 1,558 トン
最近（2015）年：

879 トン
平均：1,156 トン

（2011 ～ 2015 年）

管 理 目 標 検討中

資 源 の 状 態
B2011/BMSY：

1.65（BSPM）
1.62（SS）

議論中
B2013/BMSY：
1.35-3.45

B2013/BMSY：
0.78-2.03

SB2014/SBMSY：
0.83-1.75

管 理 措 置 漁獲物の完全利用等

管理機関・関係機関
IATTC、WCPFC、

ISC
WCPFC、SPC ICCAT ICCAT IOTC、CCSBT

最 新 の 資 源 評 価 年 2014 年 2016 年 2015 年 2015 年 2015 年

次 回 の 資 源 評 価 年 2017 年 未定 2017 年 2017 年 2017 年
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